
５段階の警戒レベルに応じた
現象と行動の考え方

５段階の警戒レベルに応じた
現象と行動の考え方
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１．５段階の警戒レベル

２．大河川の洪水（レベル５・４・３）

３．中小河川の洪水（レベル５・４・３）

４．土砂災害（レベル５・４・３）

５．高潮災害（レベル５・４・３）

６．まとめ
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 警戒レベル相当情報とは
様々な防災気象情報のうち、避難情報等の発令基準に活用する情報について、
警戒レベルとの関連を明確化して伝えることにより、住民の主体的な行動を促すためのもの。

 警戒レベルとは
５段階に整理した「住民が取るべき行動」と
「行動を促す情報」とを関連付けるもの。

５段階の警戒レベル ～ 「行動指南型」と「状況通達型」の情報 ～

（内閣府ホームページ）
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５段階の警戒レベル ～ レベル５・４・３の大まかな考え方 ～

↑時間目安はイメージ。
必ずしもこのとおりの時間で、
情報発表や災害の状況が推移するということではない。

※大雨に関する警報等は、洪水予報河川以外の
河川の外水氾濫と内水氾濫を対象にしたもの
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１．５段階の警戒レベル

２．大河川の洪水（レベル５・４・３）

３．中小河川の洪水（レベル５・４・３）

４．土砂災害（レベル５・４・３）

５．高潮災害（レベル５・４・３）

６．まとめ



6人吉市「令和２年７月豪雨に係る被害状況及び人吉市の対応」より

球磨川氾濫（令和2年7月豪雨、人吉市）



7図 気象庁作成

 現象: 河川の水位が上昇し、堤防を越えたり堤防が決壊するなどして堤防から水があふれ出すこと。
 命が脅かされる危険性が認められる場所: 河川からあふれた大量の氾濫水で周辺の家屋が

押し流されたり、場所によっては深く浸水したり、浸水した状態が⾧期間継続したりする場合があり、
そうした場所では命に危険が及ぶ。洪水ハザードマップの浸水想定区域からの避難が必要。

大河川の外水氾濫
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球磨川氾濫（陰影起伏図）

人吉市

「重ねるハザードマップ」より
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球磨川氾濫（陰影起伏図＋浸水推定図）

「重ねるハザードマップ」より

人吉市
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球磨川氾濫（陰影起伏図＋浸水想定区域）

人吉市

「重ねるハザードマップ」より （浸水想定区域は想定最大規模のもの）
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市町村地域防災計画における避難情報発令基準の設定例

参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」

避難情報の発令対象区域（洪水予報河川の洪水）

避難情報の発令は、危険度が高まっている洪水予報河川の洪水に関する

浸水想定区域を対象とする。
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発令対象区域は可能な限り絞り込むことが重要

「避難情報の発令対象区域の設定（絞り込み）」の基本的な考え方

（１） 絞り込みの必要性

以下の理由から避難情報の発令対象区域は可能な限り絞り込むことが重要である。

● 対象区域を絞らず、洪水等、土砂災害、高潮のいずれの災害リスクも想定されていない安全な地域の居住者等

にまで避難情報を発令することにより、

・ 安全な地域の居住者等までもが指定緊急避難場所に避難した場合、混雑や交通渋滞が発生したり、

避難のための移動中に災害に見舞われるおそれ

・ 立退き避難自体が身体的な負担になる高齢者等が不必要に避難した場合、身体的な負担となってしまう

おそれ

・ 安全な地域の居住者等から避難の必要性に関する問合せが市町村に相次ぐおそれ

・ 「市内全域」といった漠然とした発令がなされた場合、危険性が低いところまで対象地域としていると

受け止められ、避難情報に対する信頼性を損ねるおそれ

等、様々な支障が生じると考えられるため。

● 災害リスクのある区域等に発令対象区域を絞り込むことにより、

・ 自らの居住地が避難情報の対象となっていることを知ることで、災害の危険が自らに迫っているとの危機感を

持ち、自分は災害に遭わないという思い込み（正常性バイアス）が少なからず取り除かれることが期待されるため。

参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」
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球磨川氾濫（陰影起伏図＋浸水想定区域）球磨川氾濫（陰影起伏図＋地形分類図）

人吉市

凡例

自然堤防

氾濫平野

崖・段丘崖

山地

地形混在

台地・段丘

※印の 領域は台地 の色で 塗られているが
周辺の低地との境界に明確な段差が見えず、
実質的に低地（洪水リスクあり）と考えられる。

低
地

重ねるハザードマップ （浸水想定区域は想定最大規模のもの）

※
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低地は洪水で作られてきた土地（山地・台地・低地の形成過程）

洪水時の堆積によって
谷底平野が形成

土地の隆起によって
河川の下方浸食力が強まる

一段低い谷底平野の形成

谷底平野

谷底平野段丘面 段丘面

図:気象庁作成

山地
台地

低地
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氾濫に関する警報等（指定河川洪水予報）
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大河川の洪水 レベル５

※大雨に関する警報等は、洪水予報河川以外の
河川の外水氾濫と内水氾濫を対象にしたもの
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市町村地域防災計画における避難情報発令基準の設定例

参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」

警戒レベル５ 緊急安全確保 の発令基準（洪水予報河川:Ａ川）
＜確認情報＞

１:堤防の決壊や越水・溢水、堤防における異常な漏水・侵食の進行や亀裂・すべり による氾濫が切迫・発生している
場合 （≒レベル５氾濫特別警報が発表された場合）

＜計測情報＞

２:A川のB水位観測所の水位が、氾濫発生水位（レベル５水位）である〇〇mに到達した場合（計算上、個別に
定める危険箇所における水位が堤防天端高（又は背後地盤高）に到達している蓋然性が高い場合）

３:A川のB水位観測所の水位が、氾濫発生水位（レベル５水位）よりも低い水位で あるものの、次に示す状況により
氾濫が切迫・発生していると思われる場合 ①樋門・水門等の施設の機能支障がある状況 ②A川に流入するC川の排水
機場の運転が停止した又は停止が予定されている状況（発令対象区域は運転停止の影響を受ける支川のものとなるこ
とに留意する） ③〇〇ダムの管理者から、異常洪水時防災操作開始の通知があった等、ダム操作 に伴い下流の河川
区域において急激な水位上昇のおそれがある状況

＜推定・予測情報＞

４:洪水予測による A 川の B水位観測所の水位予測で、氾濫発生水位（レベル５水位）を超過するとされた時刻を
既に過ぎている場合

５:国管理河川の洪水の危険度分布（水害リスクライン）で「氾濫している可能性（黒）」 になった場合
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大河川の洪水 レベル４

※大雨に関する警報等は、洪水予報河川以外の
河川の外水氾濫と内水氾濫を対象にしたもの
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市町村地域防災計画における避難情報発令基準の設定例

参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」

警戒レベル４ 避難指示 の発令基準（洪水予報河川:Ａ川）
＜確認情報・計測情報＞

１:指定河川洪水予報により、A川のB水位観測所の水位が氾濫危険水位（レベル４水位）である○○mに到達した、あ
るいは、水位予測に基づき急激な水位上昇によりまもなく氾濫危険水位を超え、さらに水位の上昇が見込まれると発表され
た場合（又は当該市町村・区域で個別に定める危険水位に相当する○○mに到達したと確認された場合）

（≒レベル４氾濫危険警報が発表された場合）

２:A川のB水位観測所の水位が、氾濫危険水位（レベル４水位）よりも低い水位であるものの、次に示す状況により氾濫
のおそれが高まっている場合

①堤防に漏水・侵食の進行や亀裂・すべりが発生 ②樋門・水門等の施設の機能支障がある状況 ③A川に流入するC川
の排水機場の運転が停止した又は停止が予定されている状況（発令対象区域は運転停止の影響を受ける支川のものと
なることに留意する）④〇〇ダムの管理者から、異常洪水時防災操作開始の通知があった等、ダム操作に伴い下流の河
川区域において急激な水位上昇のおそれがある状況

＜推定・予測情報＞

３:A川のB水位観測所の水位が氾濫危険水位（レベル４水位）である○○mに到達していないものの、A川のB水位観
測所の水位が氾濫発生水位（レベル５水位） である○○mに到達することが予想される場合

４:国管理河川の洪水の危険度分布（水害リスクライン）で「氾濫危険水位の超過に相当（紫）」になった場合

５:警戒レベル４避難指示の発令が必要となるような強い降雨を伴う前線や台風等が、夜間から明け方に接近・通過するこ
とが予想される場合

６:警戒レベル４避難指示の発令が必要となるような強い降雨を伴う台風等が、立退き避難が困難となる暴風を伴い接近・
通過することが予想される場合
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一般の人の避難には、避難のための猶予時間を２時間ほど確保する必要があり、堤防天端※

から２時間分の水位上昇値を引いた高さを避難開始の基準（レベル４水位）とする。

例えば、堤防の高さが５.１mで、水位上昇が１時間に３０ｃｍ （０.３ｍ） である場合、

５.１m – ０.３m×２時間 ＝ ４.５m 

がレベル４水位となる。水位の実況値がこの基準を超えたら、レベル４氾濫危険警報が発表され、

それを踏まえ、警戒レベル４避難指示の発令が総合的に判断される。

※ 厳密には対象区間内で氾濫が発生する水位（氾濫発生水位）を用いているが、
ここでは分かりやすくするため「堤防天端」と記載している。

レベル４氾濫危険警報（レベル４水位）について

（図：気象庁作成）

ただし、想定を超える急激な水位上昇が予想されるときは
リードタイムを確保するため水位予測も利用する。



21水位データは「川の防災情報」より

夜間にレベル４水位を確実に超えそうな場合は速やかに発令
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大河川の洪水 レベル３

※大雨に関する警報等は、洪水予報河川以外の
河川の外水氾濫と内水氾濫を対象にしたもの
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警戒レベル３ 高齢者等避難 の発令基準（洪水予報河川:Ａ川）
＜確認情報・計測情報＞

１:指定河川洪水予報により、A川のB水位観測所の水位が避難判断水位（レベル３水位）である○○mに到達し、
かつ、水位予測において引き続きの水位が上昇する予測が発表されている場合

（≒レベル３氾濫警報が発表された場合）

２:A川のB水位観測所の水位が、避難判断水位（レベル３水位）よりも低い水位であるものの、次に示す状況により
氾濫のおそれが高まっている場合

①堤防に軽微な漏水・侵食の進行や亀裂・すべりが発生 ②樋門・水門等の施設の機能支障がある状況 ③A川に流
入するC川の排水機場の運転が停止した又は停止が予定されている状況（発令対象区域は運転停止の影響を受け
る支川のものとなることに留意する）

＜推定・予測情報＞

３:指定河川洪水予報により、A川のB水位観測所の水位が氾濫危険水位（レベル４水位）に到達する予測が発表
されている場合（急激な水位上昇による氾濫のおそ れのある場合）

４:国管理河川の洪水の危険度分布（水害リスクライン）で「避難判断水位の超過に 相当（赤）」になった場合

５:警戒レベル３高齢者等避難の発令が必要となるような強い降雨を伴う前線や台風等が、夜間から明け方に接近・
通過することが予想される場合

市町村地域防災計画における避難情報発令基準の設定例

参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」
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レベル３氾濫警報（レベル３水位）には予測が含まれている

要配慮者の避難には、避難するための猶予時間を一般の人に比べて１時間長い３時間確保

する必要があり、要配慮者の避難開始の基準とされるレベル３水位（避難判断水位）は、堤防

天端※から３時間分の水位上昇値を引いた高さ （レベル４水位（氾濫危険水位）の１時間前に

想定される水位） が設定されている。先ほどの水位上昇が１時間に３０ｃｍ （０.３ｍ） の例では

５.１m – ０.３m×３時間 ＝ ４.２m

がレベル３水位となる。水位の実況値がこの基準を超えたら、レベル３氾濫警報（警戒レベル３相

当）が発表され、高齢者等避難（警戒レベル３）が発令され、要配慮者の避難が開始される。

※ 厳密には対象区間内で氾濫が発生する水位（氾濫発生水位）を用いているが、
ここでは分かりやすくするため「堤防天端」と記載している。（図：気象庁作成）
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１．５段階の警戒レベル

２．大河川の洪水（レベル５・４・３）

３．中小河川の洪水（レベル５・４・３）

４．土砂災害（レベル５・４・３）

５．高潮災害（レベル５・４・３）

６．まとめ



26図 気象庁作成

 現象: 河川の水位が上昇し、堤防を越えたり堤防が決壊するなどして堤防から水があふれ出すこと。
 命が脅かされる危険性が認められる場所: 河川からあふれた氾濫水で低地（特に谷底平野）の

家屋が押し流されたり、場所によっては深く浸水したりする場合があり、そうした場所では命に危険が及ぶ。
洪水ハザードマップの浸水想定区域（指定されていない場合は低地）からの避難が必要。

中小河川の外水氾濫
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※ 写真は日田市職員提供。

平成29年7月九州北部豪雨 7月5日 大分県日田市

小野川の「流域雨量指数」

14:30 流域雨量指数=8.1 (毎秒66トン)

15:30 流域雨量指数=11.6 (毎秒135トン)

すでに避難が
困難な状況

急激に上昇

急激な水位上昇を起こし、
わずか２時間ほどで氾濫してしまっている。

30年に1度（警戒レベル３相当）
（警報基準）

警戒レベル２
（注意報基準）

50年に1度（警戒レベル４相当）

図:気象庁作成

中小河川では急激な水位上昇が発生する

※流域雨量指数の各基準は当時のもの
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平成28年8月30～31日 岩手県岩泉町 小本川

急激に上昇

平成28年台風第10号

3時間で４ｍ

図:気象庁作成

中小河川では急激な水位上昇が発生する

※基準の各水位は当時のもの
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秋川氾濫（令和元年東日本台風、あきる野市）

29
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秋川氾濫（地形分類図）

重ねるハザードマップ
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秋川氾濫（陰影起伏図）
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普段の姿
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図:気象庁作成

谷底平野

台地
台地

台地

牛沼の崩落
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河岸段丘

台地

谷底平野

山地

図:気象庁作成

台地

勾配が急で流れが速くなるため、氾濫する前から
水流によって川岸が削られて家屋が押し流される
おそれがある。

図 気象庁作成
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河岸段丘

台地

谷底平野

山地

図:気象庁作成

台地

図:気象庁作成

谷底平野

台地
台地

台地

図 気象庁作成

氾濫すると幅の狭い谷底平野に流れが限定されて
水かさが深くなり、破壊力の大きな氾濫流が生じて
家屋が押し流されるおそれがある。
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市町村地域防災計画における避難情報発令基準の設定例

参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」

避難情報の発令対象区域（水位周知河川の洪水）

避難情報の発令は、水位到達情報と洪水キキクルなどで危険度が高まっている河川で

危険度が高まっている河川の洪水に関する浸水想定区域を対象とする。

避難情報の発令対象区域（その他河川等の洪水）

避難情報の発令は、洪水キキクルなどで危険度が高まっている河川の洪水に関する

浸水想定区域を対象とする。浸水想定区域が公表されていない場合は河川に

沿った低地を対象とする。



37図 気象庁作成

大河川の増水による支川氾濫（大河川の湛水型内水氾濫）

 現象: 大河川の増水が原因で周辺の支川や下水道等から当該大河川に雨水を排水できなくなることで発生
する支川の外水氾濫や下水道等の氾濫。増水した大河川そのものが氾濫しなくても、大河川に合流しようとする
支川等の雨水が逆に押し返される背水が起きたり、支川等から大河川へ雨水を排水するポンプを停止せざるを
得なくなったりして大河川に雨水を排水できなくなったときには、支川等で氾濫のおそれが急激に高まる。

 命が脅かされる危険性が認められる場所: 堤防の高い河川の周辺で発生する危険性があり、
支川の氾濫により浸水が深くなる場所では命に危険が及ぶ。
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大河川の増水による支川氾濫（大河川の湛水型内水氾濫）

図 気象庁作成

 現象: 大河川の増水が原因で周辺の支川や下水道等から当該大河川に雨水を排水できなくなることで発生
する支川の外水氾濫や下水道等の氾濫。増水した大河川そのものが氾濫しなくても、大河川に合流しようとする
支川等の雨水が逆に押し返される背水が起きたり、支川等から大河川へ雨水を排水するポンプを停止せざるを
得なくなったりして大河川に雨水を排水できなくなったときには、支川等で氾濫のおそれが急激に高まる。

 命が脅かされる危険性が認められる場所: 堤防の高い河川の周辺で発生する危険性があり、
支川の氾濫により浸水が深くなる場所では命に危険が及ぶ。
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大河川の増水による支川氾濫（大河川の湛水型内水氾濫）

大河川 支川

大河川が増水すると、当該大河川に合流しようとする支川の水が逆に押し返される形（背水:バック
ウォーター現象）となって、支川で急激な水位上昇が発生し、支川が先に氾濫するおそれが高まる。

背水

平常水位

平常水位

支川の氾濫

図:気象庁作成
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大河川の増水による支川氾濫（大河川の湛水型内水氾濫）
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20分

レベル１水位（水防団待機水位）

レベル２水位（氾濫注意水位）

レベル３水位（避難判断水位）

レベル４水位（氾濫危険水位）

増水した大河川に合流しようとする支川の水が逆に押し返される形（背水:バックウォーター現象）と
なった場合、支川においては事前の想定を上回るような極めて急激な水位上昇が発生し、
氾濫のおそれが急速に高まる場合が多い。

平成30年7月豪雨における小田川（矢掛）の水位
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中小河川の洪水 レベル５

※大雨に関する警報等は、洪水予報河川以外の
河川の外水氾濫と内水氾濫を対象にしたもの
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警戒レベル５ 緊急安全確保 の発令基準（水位周知河川:Ｂ川）
＜確認情報＞

１:堤防の決壊や越水・溢水、堤防における異常な漏水・侵食の進行や亀裂・すべり による氾濫が切迫・発生している場合

＜計測情報＞

２:B川のB水位観測所の水位が、氾濫発生水位（レベル５水位）である〇〇mに到達した場合（計算上、個別に定め
る危険箇所における水位が堤防天端高（又は背後地盤高）に到達している蓋然性が高い場合）

３:B川のB水位観測所の水位が、氾濫発生水位（レベル５水位）よりも低い水位であるものの、次に示す状況により氾濫
が切迫・発生していると思われる場合

①樋門・水門等の施設の機能支障がある状況 ②B川に流入するC川の排水機場の運転が停止した又は停止が予定され
ている状況（発令対象区域は運転停止の影響を受ける支川のものとなることに留意する）③〇〇ダムの管理者から、異常
洪水時防災操作開始の通知があった等、ダム操作に伴い下流の河川区域において急激な水位上昇のおそれがある状況

＜推定・予測情報＞

４:B川のB水位観測所の水位が、氾濫危険水位（洪水特別警戒水位）（レベル４水位）を超えた状態で、 B地点上
流の水位観測所の水位の状況から、B地点で氾濫のおそれがある場合

５:B川のB水位観測所の水位が、氾濫危険水位（洪水特別警戒水位）（レベル４水位）を超えた状態で、B川の洪
水キキクルで「災害切迫（黒）」（警戒レベル５相当 情報[洪水]）が出現した場合

６:レベル５大雨特別警報が発表され、B川の洪水キキクルで「災害切迫（黒）」が出現した場合

市町村地域防災計画における避難情報発令基準の設定例

参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」
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市町村地域防災計画における避難情報発令基準の設定例

参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」

警戒レベル５ 緊急安全確保 の発令基準（その他河川等:Ｃ川）
＜確認情報＞

１:堤防の決壊や越水・溢水、堤防における異常な漏水・侵食の進行や亀裂・すべり による氾濫が切
迫・発生している場合

＜計測情報＞

２:C川のB水位観測所の水位が堤防天端高（又は背後地盤高）である○○mに到達した場合

３:C川のB水位観測所の水位が堤防天端高（又は背後地盤高）である○○mよりも低い水位であ
るものの、次に示す状況により氾濫が切迫・発生していると思われる場合

①樋門・水門等の施設の機能支障がある状況合 ②C川に流入するD川の排水機場の運転が停止し
た又は停止が予定されている状況（発令対象区域は運転停止の影響を受ける支川のものとなることに
留意する） ③〇〇ダムの管理者から、異常洪水時防災操作開始の通知があった等、ダム操作等に伴
い下流の河川区域において急激な水位上昇のおそれがある状況

＜推定・予測情報＞

４:レベル５大雨特別警報が発表され、C川の洪水キキクルで「災害切迫（黒）」が出現した場合
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中小河川の洪水 レベル４

※大雨に関する警報等は、洪水予報河川以外の
河川の外水氾濫と内水氾濫を対象にしたもの
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氾濫危険水位の設定のしくみと限界

図:気象庁作成



46

市町村地域防災計画における避難情報発令基準の設定例

警戒レベル４ 避難指示 の発令基準（水位周知河川:Ｂ川）
＜確認情報・計測情報＞

１: B川のB水位観測所の水位が氾濫危険水位（洪水特別警戒水位）（レベル４水位）である○○mに到達した場合（又は当該市町村・区域の個別に定める危険水位に
相当する○○ｍに到達したと確認された場合） （＝レベル４氾濫危険情報が発表された場合）

２:B川のB水位観測所の水位が、氾濫危険水位（洪水特別警戒水位）（レベル４水位）よりも低い水位であるものの、次に示す状況により氾濫のおそれが高まっている場合

①堤防に漏水・侵食の進行や亀裂・すべりが発生②樋門・水門等の施設の機能支障がある状況③B川に流入するC川の排水機場の運転が停止した又は停止が予定されている
状況（発令対象区域は運転停止の影響を受ける支川のものとなることに留意する） ④〇〇ダムの管理者から、異常洪水時防災操作開始の通知があった等、ダム操作に伴い下
流の河川区域において急激な水位上昇のおそれがある状況

＜推定・予測情報＞

３:B川のB水位観測所の水位が、避難判断水位（レベル３水位）である○○mを越えた状態で、B地点上流の水位観測所の水位の状況から、B地点の急激な水位上昇のおそ
れがある場合

４:B川のB水位観測所の水位が、避難判断水位（レベル３水位）である○○mを超えた状態で、次の①、②のいずれか又は両方の理由により、急激な水位上昇のおそれがある
場合

①レベル４大雨危険警報が発表され、B川の洪水キキクルで「危険（紫）」（警戒レベル４相当情報[洪水]）が出現した場合②B地点上流で大量又は強い降雨が見込まれる
場合（実況雨量や予測雨量において、累加雨量が○○mm以上、又は時間雨量が○○mm以上となる場合）

５:警戒レベル４避難指示の発令が必要となるような強い降雨を伴う前線や台風等が、夜間から明け方に接近・通過することが予想される場合

６:警戒レベル４避難指示の発令が必要となるような強い降雨を伴う台風等が、立退き避難が困難となる暴風を伴い接近・通過することが予想される場合

参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」
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市町村地域防災計画における避難情報発令基準の設定例

参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」

警戒レベル４ 避難指示 の発令基準（その他河川等:Ｃ川）
＜確認情報・計測情報＞

１:C川のB水位観測所の水位が一定の水位（○○m）に到達し、 B地点上流の水位観測所の水位が上昇している場合（※警戒レベル３高
齢者等避難の水位より高い水位）

２:C川のB水位観測所の水位が、一定の水位（○○m）よりも低い水位であるものの、次に示す状況により氾濫のおそれが高まっている場合

①堤防に漏水・侵食の進行や亀裂・すべりが発生②樋門・水門等の施設の機能支障がある状況③A川に流入するC川の排水機場の運転が停
止した又は停止が予定されている状況（発令対象区域は運転停止の影響を受ける支川のものとなることに留意する） ④○○ダムの管理者から、
異常洪水時防災操作開始の通知があった等、ダム操作に伴い下流の河川区域において急激な水位上昇のおそれがある状況

＜推定・予測情報＞

３:水位を観測していない場合や基準となる水位の設定ができない場合に、次の①～②のいずれか又は複数の理由により、引き続き水位上昇のお
それがある場合

①レベル４大雨危険警報が発表され、C川の洪水キキクルで「危険（紫）」（警戒レベル４相当情報[洪水]）が出現した場合②B 地点上流
で大量又は強い降雨が見込まれる場合（実況雨量や予測雨量において、累加雨量が○○mm以上、又は時間雨量が○○mm以上となる場
合）

４:警戒レベル４避難指示の発令が必要となるような強い降雨を伴う前線や台風等が、夜間から明け方に接近・通過することが予想される場合

５:警戒レベル４避難指示の発令が必要となるような強い降雨を伴う台風等が、立退き避難が困難となる暴風を伴い接近・通過することが予想さ
れる場合
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洪水キキクル（鳥取市の例）

2023年8月15日16時00分

洪水キキクル

「紫」表示
災害切迫 【警戒レベル５相当】

危険 【警戒レベル４相当】

警戒 【警戒レベル３相当】

注意 【警戒レベル２相当】
今後の情報等に留意

洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）

氾濫発生情報 【警戒レベル５相当】

氾濫危険情報 【警戒レベル４相当】

氾濫警戒情報 【警戒レベル３相当】

氾濫注意情報 【警戒レベル２相当】
発表なし

危
険
度

低

高

指定河川洪水予報

高
危
険
度

低

本川の増水に起因する内水氾濫
（湛水型の内水氾濫）の危険度
河川の増水によって周辺の支川・下水道からの合流が押し返される形となって
発生する内水氾濫による洪水被害のおそれがあると認められるときに発表。

警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】

レベル５氾濫特別警報

レベル4氾濫危険警報

レベル3氾濫警報

レベル2氾濫注意報

※凡例の情報名は現行のもので、
当時は異なる。
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中小河川の洪水 レベル３

※大雨に関する警報等は、洪水予報河川以外の
河川の外水氾濫と内水氾濫を対象にしたもの
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市町村地域防災計画における避難情報発令基準の設定例

警戒レベル３ 高齢者等避難 の発令基準（水位周知河川：B川）

＜確認情報・計測情報＞

１：B川のB水位観測所の水位が避難判断水位（レベル３水位）である○○mに到達した場合

（＝レベル３氾濫警戒情報が発表された場合）

２：BのB水位観測所の水位が、避難判断水位（レベル３水位）よりも低い水位であるものの、次に示す状況により氾濫のおそれが

高まっている場合

①堤防に軽微な漏水・侵食の進行や亀裂・すべりが発生②樋門・水門等の施設の機能支障がある状況③B川に流入するC川

の排水機場の運転が停止した又は停止が予定されている状況（発令対象区域は運転停止の影響を受ける支川のものとなるこ

とに留意する）

＜推定・予測情報＞

３：B川のB水位観測所の水位が、氾濫注意水位（レベル２水位）である○○mを超えた状態で、B地点上流の水位観測所の水位

の状況から、B地点の急激な水位上昇のおそれがある場合

４：B川のB水位観測所の水位が、氾濫注意水位（レベル２水位）である○○mを超えた状態で、次の①、②のいずれか又は両方の

理由により、急激な水位上昇のおそれがある場合

①レベル３大雨警報が発表され、A川の洪水キキクルで「警戒（赤）」（警戒レベル３相当情報[洪水]）が出現した場合②B地点上

流で大量又は強い降雨が見込まれる場合

５：警戒レベル３高齢者等避難の発令が必要となるような強い降雨を伴う前線や台風等が、夜間から明け方に接近・通過すること

が予想される場合
参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」
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市町村地域防災計画における避難情報発令基準の設定例
警戒レベル３ 高齢者等避難 の発令基準（その他河川等：Ｃ川）

＜確認情報・計測情報＞

１：C川のB水位観測所の水位が一定の水位（○○m）に到達した場合

２：C川のB水位観測所の水位が一定の水位（○○m）よりも低い水位であるものの、次に示す状況により氾濫のおそれ

が高まっている場合（氾濫までに時間的猶予がない場合はレベル４、５として発表）

①堤防に軽微な漏水・侵食の進行や亀裂・すべりが発生②樋門・水門等の施設の機能支障がある状況 ③C川に流

入するD川の排水機場の運転が停止した又は停止が予定されている状況（発令対象区域は運転停止の影響を受け

る支川のものとなることに留意する）

＜推定・予測情報＞

３：水位を観測していない場合や基準となる水位の設定ができない場合に、次の①～②のいずれか又は複数の理由に

より、引き続き水位上昇のおそれがある場合

①レベル３大雨警報が発表され、C川の洪水キキクルで「警戒（赤）」（警戒レベル３相当情報[洪水]）が出現した場合

②B地点上流で大量又は強い降雨が見込まれる場合（実況雨量や予測雨量において、累加雨量が○○mm以上、又は

時間雨量が○○mm以上となる場合）

４：警戒レベル３高齢者等避難の発令が必要となるような強い降雨を伴う前線や台風等が、夜間から明け方に接近・通

過することが予想される場合

参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」
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洪水キキクル（鳥取市の例）

2023年8月15日16時00分

災害切迫 【警戒レベル５相当】

危険 【警戒レベル４相当】

警戒 【警戒レベル３相当】

注意 【警戒レベル２相当】
今後の情報等に留意

洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）

氾濫発生情報 【警戒レベル５相当】

氾濫危険情報 【警戒レベル４相当】

氾濫警戒情報 【警戒レベル３相当】

氾濫注意情報 【警戒レベル２相当】
発表なし

危
険
度

低

高

指定河川洪水予報

高
危
険
度

低

本川の増水に起因する内水氾濫
（湛水型の内水氾濫）の危険度
河川の増水によって周辺の支川・下水道からの合流が押し返される形となって
発生する内水氾濫による洪水被害のおそれがあると認められるときに発表。

警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】

洪水キキクル

「紫」表示

洪水キキクル

「赤」表示

洪水キキクル

ハッチ表示
支川の氾濫に警戒
このハッチ表示が出現したときは、
当該河川の外水氾濫のおそれではなく、
当該河川の増水による支川の氾濫
（湛水型の内水氾濫）のおそれが
ある状況。

外水氾濫に警戒

災害切迫 【警戒レベル５相当】

危険 【警戒レベル４相当】

警戒 【警戒レベル３相当】

注意 【警戒レベル２相当】
今後の情報等に留意

洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）

氾濫発生情報 【警戒レベル５相当】

氾濫危険情報 【警戒レベル４相当】

氾濫警戒情報 【警戒レベル３相当】

氾濫注意情報 【警戒レベル２相当】
発表なし

危
険
度

低

高

指定河川洪水予報

高
危
険
度

低

本川の増水に起因する内水氾濫
（湛水型の内水氾濫）の危険度
河川の増水によって周辺の支川・下水道からの合流が押し返される形となって
発生する内水氾濫による洪水被害のおそれがあると認められるときに発表。

警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】

レベル５氾濫特別警報

レベル4氾濫危険警報

レベル3氾濫警報

レベル2氾濫注意報

※凡例の情報名は現行のもので、
当時は異なる。
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2018 年 07 月 06 日 18 時 00 分 現在

既往最大事例
232221201918171615

基準
Ⅰ

基準
Ⅱ

基準
Ⅲ

基準
Ⅳ基準河川市町村

時時時時時時時時時
303030303030303030

日付指数分分分分分分分分分複合単独複合単独単独単独

2018/7/789.2 83.3 74.2 55.9 43.9 38.3 36.9 36.7 36.6 36.7 62.9 999.0 79.7 999.0 999.0 999.0 高梁川倉敷市

６時間先までの増水による支川氾濫の見通し

実際の支川氾濫を元に
設定された基準値
（79.7）

流域雨量指数の予測値
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中小河川の洪水 レベル５

※大雨に関する警報等は、洪水予報河川以外の
河川の外水氾濫と内水氾濫を対象にしたもの
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内水氾濫に関する避難情報発令の判断材料について

＜確認・計測情報＞

・ 氾濫が発生した情報（下水道管理者によるの通報など）

・ 内水氾濫危険情報（警戒レベル４相当情報[内水氾濫]）等 ←水位周知下水道のみ

＜推定・予測情報＞

・ 雨量情報、浸水キキクル、大雨に関する警報等

参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」
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１．５段階の警戒レベル

２．大河川の洪水（レベル５・４・３）

３．中小河川の洪水（レベル５・４・３）

４．土砂災害（レベル５・４・３）

５．高潮災害（レベル５・４・３）

６．まとめ



57

平成26年8月20日（広島県広島市）
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土石流の襲来する危険な地形の例（広島市）
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土石流の襲来する危険な地形の例（広島市）

重ねるハザードマップ

凡例

扇状地

自然堤防

氾濫平野

旧河道

山麓堆積地形

山地
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土石流の襲来する危険な地形の例（広島市）
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土石流の襲来する危険な地形

土石流に関する過去のデータによれば、
土砂堆積範囲の下流端の土地の勾配は、家屋被害を発生させた土石流の事例全体の95％で２度以上。

『土砂災害防止法令の解説』 （全国治水砂防協会発行、令和2年6月）P81-P86

土石流の発生のおそれのある渓流において、扇頂部から下流で勾配が２度以上の区域が、土石流に関する
土砂災害警戒区域に指定されている。

土石流が発生したときの土砂は、
斜面の勾配が２度以上の範囲に
到達するおそれがある。

土砂災害警戒区域

この範囲が土砂災害警戒区域に指定されている

（図:気象庁作成）
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がけ崩れの襲来する危険な地形

がけ崩れ（急傾斜地崩壊）に関する過去のデータによれば、
崩土の到達距離は、表層崩壊に起因するがけ崩れの事例全体の99％で高さの2倍以内、かつ、50m未満。

『土砂災害防止法令の解説』 （全国治水砂防協会発行、令和2年6月）P81-P86

急傾斜地の高さの２倍以内の区域等※が、がけ崩れに関する土砂災害警戒区域に指定されている。
※ 急傾斜地（傾斜度が30度以上で高さが5ｍ以上の区域）、急傾斜地の上端から10ｍ以内の区域、及び、下端から急傾斜地の高さの２倍以内の区域（50ｍを超える場合は50ｍの区域）

2h以内(ただし50mを
超える場合は50m)

急
傾
斜
地
の
高
さ

h
土砂災害警戒区域

2h以内(ただし50mを
超える場合は50m)

急
傾
斜
地
の
高
さ
h

この範囲が土砂災害警戒区域に指定されている

（図:気象庁作成）

がけ崩れが発生したときの土砂は、
元の崖の高さの２倍の距離まで
到達するおそれがある。
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市町村地域防災計画における避難情報発令基準の設定例

参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」

避難情報の発令対象区域（土砂災害）
土砂災害の危険度分布において危険度が高まっているメッシュと重なった

土砂災害警戒区域等に避難情報を発令することを基本とする。

ただし、土砂災害の危険度が高まるような強い降雨を伴う前線や台風等が、夜間から明け方に
接近・通過することが予想される場合など、危険度が高まる前の早い段階で発令する場合は、
土砂災害の危険度分布における警戒レベル２相当の格子と重なる土砂災害警戒区域等や、
場合によっては市町村内全域の土砂災害警戒区域等を対象とすることが考えられる。

※土砂災害の危険度分布:気象庁が提供する「土砂キキクル」と各都道府県が提供する「土砂災害危険度情報」の総称
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土砂災害 レベル５

※大雨に関する警報等は、洪水予報河川以外の
河川の外水氾濫と内水氾濫を対象にしたもの
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市町村地域防災計画における避難情報発令基準の設定例

参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」

警戒レベル５ 緊急安全確保 の発令基準（土砂災害）

（災害が切迫）
１:レベル５土砂災害特別警報（警戒レベル５相当情報[土
砂災害]）が発表された場合
２:土砂災害の危険度分布※で「災害切迫（黒）」（警戒レ
ベル５相当情報[土砂災害]）となった場合

（災害発生を確認）
３:土砂災害の発生が確認された場合

※土砂災害の危険度分布:気象庁が提供する「土砂キキクル」と各都道府県が提供する「土砂災害危険度情報」の総称
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土砂災害 レベル４

※大雨に関する警報等は、洪水予報河川以外の
河川の外水氾濫と内水氾濫を対象にしたもの
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市町村地域防災計画における避難情報発令基準の設定例

参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」

警戒レベル４ 避難指示 の発令基準（土砂災害）

１～５のいずれかに該当する場合に、警戒レベル４避難指示を発令することが考えら
れる。

１:レベル４土砂災害危険警報（警戒レベル４相当情報[土砂災害]）が発表さ
れた場合

２:土砂災害の危険度分布※で警戒レベル４相当となった場合

３:警戒レベル４避難指示の発令が必要となるような強い降雨を伴う前線や台風等
が、夜間から明け方に接近・通過することが予想される場合

４:警戒レベル４避難指示の発令が必要となるような強い降雨を伴う台風等が、立
退き避難が困難となる暴風を伴い接近・通過することが予想される場合

５:土砂災害の前兆現象（山鳴り、湧き水・地下水の濁り、渓流の水量の変化
等）が発見された場合

※土砂災害の危険度分布:気象庁が提供する「土砂キキクル」と各都道府県が提供する「土砂災害危険度情報」の総称
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キキクル「紫」は避難に必要な時間を考慮して出現

土砂キキクルの「紫」は、避難にかかる時間を確保するため

「2時間先までに基準を超える見込み」

と予測された時点で出現する仕組みとなっている。

命に危険が及ぶ
土砂災害がすでに発生

していてもおかしくない

2時間先までに
基準に到達すると予測

避難開始
（図:気象庁作成）

実況
実況

1時間後
の予測

2時間後
の予測

2時間後
の予測

1時間後
の予測

レ
ベ

ル
4

の
基

準
(C

L)

レ
ベ

ル
4

の
基

準
(C

L)
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土砂キキクル

「紫」表示

土砂キキクル（下関市の例）

（図:気象庁作成）

※令和8年5月29日以降の新基準
に基づき過去の降雨事例を表示



70

激しい雨の降る中で山間部の道路を移動することは危険

• 土砂災害は建物ごと飲み込んで破壊してしまうので、２階への避難では必ずしも命が助からない。
• 命を守るためには、土砂災害警戒区域から一歩でも外へ出ることが大変重要。
• ただし、土砂災害のリスクがあっても、住家がない場所は、土砂災害警戒区域には指定されない。

（指定緊急避難場所に向かうための山間部の道路も、住家がなければ、指定されていない。）
• 山間部の道路で土砂災害に巻き込まれて命を奪われるケースも散見される。



71

土砂災害 レベル３

※大雨に関する警報等は、洪水予報河川以外の
河川の外水氾濫と内水氾濫を対象にしたもの
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市町村地域防災計画における避難情報発令基準の設定例

参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」

警戒レベル３ 高齢者等避難 の発令基準（土砂災害）

１～４のいずれかに該当する場合に、警戒レベル３高齢者等避難を発令
することが考えられる。

１:レベル３土砂災害警報（警戒レベル３相当情報[土砂災害]）が発
表された場合

２:土砂災害の危険度分布※が警戒レベル３相当となった場合
３:数時間後に避難経路等の事前通行規制等の基準値に達することが
想定される場合

４:警戒レベル３高齢者等避難の発令が必要となるような強い降雨を伴う
前線や台風等が、夜間から明け方に接近・通過することが予想される場合

※土砂災害の危険度分布:気象庁が提供する「土砂キキクル」と各都道府県が提供する「土砂災害危険度情報」の総称



73（図:気象庁作成）

※令和8年5月29日以降の新基準
に基づき過去の降雨事例を表示

土砂キキクル

「赤」表示

土砂キキクル（下関市の事例）

土砂キキクル

「紫」表示
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１．５段階の警戒レベル

２．大河川の洪水（レベル５・４・３）

３．中小河川の洪水（レベル５・４・３）

４．土砂災害（レベル５・４・３）

５．高潮災害（レベル５・４・３）

６．まとめ
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暴風

図:気象庁作成

高潮に重なった高波が堤防を超えて襲来

波浪効果
wave setup
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愛知県の高潮浸水想定区域（想定最大規模）

愛知県高潮浸水想定区域について

基本的な設定条件
・我が国既往最大規模の台風を想定（室戸台風級:910hPa）
・潮位偏差が最大となるような台風経路を設定
・高潮と同時に河川での洪水を考慮
・最悪の事態を想定し、海岸堤防等の決壊を見込む
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愛知県の高潮浸水想定区域（伊勢湾台風規模）

基本的な設定条件
・伊勢湾台風級の台風を想定（上陸時:929hPa）
・潮位偏差が最大となるような台風経路を設定
・高潮と同時に河川での洪水を考慮
・海岸堤防等の構造物については決壊しない条件

愛知県高潮浸水想定区域について

水門
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高潮災害で命が脅かされる危険性が認められる場所

 現象: 潮位が海岸堤防等の高さを超えるなどして流入した氾濫水により、広い範囲が一気に浸水し、
家屋の流失などが起きる。潮位が堤防を超えていなくても、高潮と重なり合った高波が海岸堤防を
越えるなどして流入した氾濫水が家屋を直撃するおそれもある。

 命が脅かされる危険性が認められる場所: 潮位に応じた浸水想定区域では命に危険が及ぶ。
台風や低気圧等の接近が予想されているときには、高潮に関する警報等や予想最高潮位
（高潮の高さ）をもとに命を守るために立退き避難が必要かどうかを確認する必要がある。

図:気象庁作成
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高潮災害となるときには河川の氾濫のおそれも高まる

中部災害アーカイブ「伊勢湾台風」



80高潮による潮位上昇

高潮災害となるときには河川の氾濫のおそれも高まる

高潮災害時に河川氾濫が
同時発生しがちなのはなぜか。

高潮に加え、洪水も同時発生。

中部災害アーカイブ「伊勢湾台風」
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避難情報の発令対象区域（高潮）

避難情報の発令は、高潮警報等で発表される予想最高潮位に応じて想定される
浸水区域を対象とする。この浸水区域は以下のとおりとする。

【予想最高潮位】 【予想最高潮位に応じて想定される浸水区域】

〇ｍ以上～〇ｍ未満 高潮浸水想定区域（既往最大規模）

〇ｍ以上～ 高潮浸水想定区域（想定最大規模）

市町村地域防災計画における避難情報発令基準の設定例

参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」
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 50年に一度の風速を超えた地域では、家屋の損壊や大規模停電が発生するおそれがある。

高潮災害となる前に 50年に一度の暴風災害となる場合も

平成12年5月31日建設省告示第1454号

風速によって起こり得る災害 建築基準法の風荷重規定の基準風速
（50年に一度の風速）



83

電気設備に関する技術基準を定める省令（平成九年通商産業省令第五十二号）

（支持物の倒壊の防止）

第三十二条 架空電線路又は架空電車線路の支持物の材料及び構造（支線を施設する
場合は、当該支線に係るものを含む。）は、その支持物が支持する電線等による引張荷重、
十分間平均で風速四十メートル毎秒の風圧荷重及び当該設置場所において通常想定される
地理的条件、気象の変化、振動、衝撃その他の外部環境の影響を考慮し、倒壊のおそれが
ないよう、安全なものでなければならない。(以下略)

 50年に一度の風速を超えた地域では、家屋の損壊や大規模停電が発生するおそれがある。

高潮災害となる前に 50年に一度の暴風災害となる場合も

（経済産業省提供資料） （気象庁職員撮影）

令和元年房総半島台風の暴風による被害風速によって起こり得る災害
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潮位上昇よりも先に暴風が吹き始めて避難が困難に
～平成30年台風第21号を例に～

84

※基準などは当時のもの
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高潮災害となるときには急激な潮位上昇が発生する

昭和34年 伊勢湾台風 (名古屋) 平成11年 台風第18号 (八代)

※警報・注意報基準は令和７年時点のもの
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高潮災害となるときには急激な潮位上昇が発生する

水位

時間

潮位

暴風で
避難困難
暴風で

避難困難

レベル４高潮危険警報基準
到達予測からのリードタイム

令和8年3月改定「避難情報に関するガイドライン」に即して気象庁作図

避難情報に関するガイドライン（令和８年）

リードタイム毎に情報を発表

氾濫発生

６時間前12時間前18時間前

レベル４基準到達
約12時間前まで

レベル５
高潮特別警報

レベル４
高潮危険警報

レベル３
高潮警報

レベル２
高潮注意報

レベル４基準到達
約６時間前まで

レベル４基準到達
約18時間前まで

レベル４
高潮危険警報基準

レベル５高潮
特別警報
基準
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高潮災害 レベル５

※大雨に関する警報等は、洪水予報河川以外の
河川の外水氾濫と内水氾濫を対象にしたもの
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市町村地域防災計画における避難情報発令基準の設定例

参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」

警戒レベル５ 緊急安全確保 の発令基準（高潮）

＜確認情報＞

１:堤防の決壊、越水・溢水、背後地の浸水、水門・陸閘等の施設の機能
支障に起因する氾濫が切迫・発生している場合

＜計測情報＞

２:水位又は潮位が基準高に到達した場合

＜推定・予測情報＞

３:直近の高潮予測により、水位又は潮位が基準高に既に到達していると
思われる場合



89

高潮災害 レベル４
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市町村地域防災計画における避難情報発令基準の設定例

参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」

警戒レベル４ 避難指示 の発令基準（高潮）
＜推定・予測情報＞

１:高潮予測により、水位が基準高又は潮位がその基準を超えると浸水被害のおそれ

のある状況となる高さに到達するのが約６時間後と予測されている場合

（＝レベル４高潮危険警報が発表された場合）

２:高潮予測により、水位が基準高又は潮位がその基準を超えると浸水被害のおそれのあ
る状況となる高さに到達するのが６時間以上先と予測されているものの、水門・陸閘等の施
設の機能支障があるため、氾濫のおそれが高まっていると思われる場合

３:警戒レベル４避難指示の発令が必要となるような強い降雨を伴う台風等が、夜間から
明け方に接近・通過することが予想される場合
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備考・関連する現象30日
29日28日

地域〇〇市
21-2418-2115-1812-1509-1206-0903-0600-0321-2418-2115-1812-15

10203050503010１時間最大雨量(mm)

200
２４時間最大雨量(mm)

200

大雨

土砂災害

5152525252525252515105陸上

暴風(m/s) 102030303030303030251510海上

６時間最大降雪量(cm)

２４時間最大降雪量(cm)

大雪

258888888642波浪(m)

0.51.01.52.01.51.01.01.00.50.50.50.5潮位(m)高潮

雷

〇〇市の時系列情報（明日までの警報等の見通し）
2026年XX月XX日11時00分発表

時系列情報（明日までの警報等の見通し）の活用を



92

高潮災害 レベル３

※大雨に関する警報等は、洪水予報河川以外の
河川の外水氾濫と内水氾濫を対象にしたもの
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警戒レベル３ 高齢者等避難 の発令基準（高潮）

＜推定・予測情報＞

１:高潮予測により、水位が基準高又は潮位がその基準を超えると浸水被害のおそれのあ
る状況となる高さに到達するのが約12時間後と予測されている場合

（＝レベル３高潮警報が発表された場合）

２:高潮予測により、水位が基準高又は潮位がその基準を超えると浸水被害のおそれのあ
る状況となる高さに到達するのが12時間以上先と予測されているものの、堤防・水門・陸閘
等の施設の機能支障があるため、氾濫のおそれが高まっていると思われる場合

３:レベル２高潮注意報が発表されている状況において、台風情報で、台風の暴風域が市
町村にかかると予想されている、又は台風が市町村に接近することが見込まれる場合

４:警戒レベル３高齢者等避難の発令が必要となるような強い降雨を伴う台風等が、夜間
から明け方に接近・通過することが予想される場合

市町村地域防災計画における避難情報発令基準の設定例

参考：内閣府「避難情報に関するガイドライン」
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１．５段階の警戒レベル

２．大河川の洪水（レベル５・４・３）

３．中小河川の洪水（レベル５・４・３）

４．土砂災害（レベル５・４・３）

５．高潮災害（レベル５・４・３）

６．まとめ
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まとめ

※大雨に関する警報等は、洪水予報河川以外の
河川の外水氾濫と内水氾濫を対象にしたもの


